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抄録  

 本研究では、車椅子使用者の褥瘡を予防するための「除圧動作」について、その効果的

な実施のために、座位姿勢の違いが除圧動作の効果に与える影響を明らかにすることを目

的とした。はじめに、座位姿勢の計測方法の確立を目指した。次に、健常成人を対象とし

て、普通型車椅子に乗った際の座位姿勢と座圧を計測した。その結果、車椅子との適合性

に問題がある被験者ほど、その座位姿勢の基準座位姿勢からの乖離が生じることがわかっ

た。そして、その乖離が大きいほど「除圧動作実施時の座圧のピーク値」は高いままであ

る（十分には除圧ができていない）ことが明らかとなった。  

 

   キーワード：座位姿勢，除圧動作，座圧  

   

１ はじめに 

 1989年に厚生省（当時）は「寝たきり老人ゼロ

作戦（できるだけ身体を起して座位をとらせ、寝

たきりを防ぐ方策の推進）」を発表したが、それ

以降、寝たきり問題は改善されてきている。その

一方で、車椅子に座って長時間を過ごすが、自力

では座位姿勢を変換することが困難な高齢者や障

害者が増えた。そして、この「座らせきり」を原

因とする、褥瘡（いわゆる「床ずれ」）の発生が

問題となってきた。 

褥瘡のケアで最も大切なのは予防ケアであり1)、

その発生原因である外力を除去することが最も重

要となる2)。そのため、車椅子使用者本人もしく

は介助者による、定期的な「除圧動作」の実施が

推奨されている。なお、除圧動作とは、車椅子上

で臀部を浮かせて外力（座圧）を取り除き、血流 

阻害を解消する動作のことであり、両上肢で身体 

 

  * 電気・電子技術・戦略プロジェクト担当 

を持ち上げる「プッシュアップ」や、「体幹前屈」、

「体幹側屈」などの方法3)がある。この除圧動作

は、15分ごとに実施すべきであるとされており4)、

車椅子使用者本人または介助者にとって負担の大

きいものとなっている。 

この除圧動作については、その「正しい実施方

法」や「効果を最大化する条件」等が、これまで

に十分には検証されていなかった。そのため、臨

床において、多大な労力を費やして定期的に除圧

動作を実施したとしても、その効果が十分には得

られていないケースがある可能性がある。そこで、

本研究では、特に車椅子使用者の座位姿勢に着目

し、この座位姿勢の違いが除圧動作の効果に与え

る影響を明らかにすることを目的とした。なお、

本研究は、2016年度から2019年度までの4ヵ年で実

施したが、本稿では、その概要を報告する。  
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２ 方法 

2.1 座位姿勢の計測手法の確立 

 本研究の目的を達成するためには、まず、車椅

子上のヒトの座位姿勢を計測・定量化できるよう

にする必要がある。ヒトの姿勢の定量的表現方法

は、国際規格や国際学術団体推奨規定として、い

くつかのものが存在するが、そのうち、本研究で

採用すべきものを決定するため、各分野の専門家

との議論を重ねた。 

上記により、「座位姿勢を表現するために従う

べき規定」を決定した後は、実験室環境にて実際

に座位姿勢を計測できるようにする必要がある。

著者は、これまでに、いくつかの座位姿勢を計測

するための機器およびソフトウェアを開発してき

た 5),6)が、それらの本研究への応用可能性を検討し

た。そして、その課題を明らかにするとともに、

株式会社システムフレンドの協力を得て、新しく

動的に座位姿勢を計測できるシステムを開発し

た。 

 

2.2 座位姿勢と座圧の計測 

座位姿勢の違いが除圧動作の効果に与える影響

を明らかにするため、健常成人 3 名を被験者とし

て普通型車椅子に乗った際の座位姿勢と、座圧を

計測した。座位姿勢は、「2.1 座位姿勢の計測手

法の確立」に記載したシステムを使用した。また、

座圧は、通常時および除圧動作実施時のそれぞれ

について、住友理工（株）社製「SR ビジョン」を

使用して計測した。 

 

３ 結果及び考察 

3.1 座位姿勢計測手法の確立結果と考察 

 国内外の専門家との議論の結果、ヒトの姿勢の

定量的表現方法のうち、国際的に共通化されたも

の（国際規格化されたものや、国際学術団体が規

定したもの）として、以下を抽出した。 

・ISO 16840-1（「座位」を基準姿勢としている） 

・国際バイオメカニズム学会基準（「立位」を基

準姿勢としている） 

・IEC 60601（「臥位」を基準姿勢としている） 

 これらについて、その相互関係（換算式）を明

らかにした 7)うえで検討を重ねた結果、本研究で

は、これまでと同様に ISO 16840-1 に従って姿勢

を計測することとした。  

 次に、実験室系にて座位姿勢を計測するための

具体的方法を検討した。その結果、既存の機器・

ソフトウェアには、静的な座位姿勢しか計測でき

ないという課題があるため、本研究にて使用する

ことは難しいと結論した。そこで、関節可動域を

非接触で計測できる医療機器である、（株）シス

テムフレンドの「Mobile Motion Visualizer 鑑

（AKIRA）」について同社の協力を得て、座位姿

勢計測を可能にする機能を開発した 8)。この

「Mobile Motion Visualizer 鑑（AKIRA）」は、

RGB-D カメラによる画像計測部と、得られた画像

から被験者の動作を分析するソフトウェアから構

成されている。本研究では、このソフトウェアを、

座位姿勢計測用に機能追加・改良した。これによ

り、上述の国際規格 ISO 16840-1 に準じた、当該

国際規格が規定する身体ランドマークの 3 次元座

標位置を動的に計測可能なシステムが構築できた

（図 1）。そして、特に RGB-D カメラに写ってい

ない、隠れた身体ランドマーク（例えば、身体背

面に位置する「上後腸骨棘」）も特定できるよう

に工夫をした（次頁の図 2）。 

 

3.2 座位姿勢と座圧の計測結果と考察 9) 

 各被験者について、車椅子との適合性（車椅子

と、その使用者の身体サイズが適切な関係にある 

 

 

図 1 座位姿勢計測システムによる計測の様子

（画像は株式会社システムフレンド提供） 
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図 2 ソフトウェアにより、隠れた身体ランド 

マークを推定している様子 

（画像は株式会社システムフレンド提供） 

 

か否か）により、座位姿勢のうち特に「矢状面大

腿－骨盤角度」および「矢状面下腿－大腿角度」

に基準座位姿勢からの乖離が生じていることが明

らかとなった。そして、乖離が大きいほど、「除

圧動作実施時の座圧のピーク値」は高いままであ

る（十分には除圧ができていない）ことが明らか

となった。以上の結果から、「座位姿勢を計測し、

基準座位姿勢からの乖離度合いを明らかにするこ

とによって、除圧動作を効果的に実施可能である

か否かが推測可能である」ことが示唆された。そ

して臨床においては、除圧動作を効果的に実施す

る／させるために、事前に座位姿勢を計測し、必

要に応じて身体と車椅子の適合性を向上させるべ

きであることが示唆された。 

 

４ まとめ 

 本研究では、座位姿勢の違いが除圧動作の効果

に与える影響を明らかにすることを目的とし、座

位姿勢の計測方法の確立を目指すとともに、健常

成人を対象として、座位姿勢と座圧を計測した。

その結果、身体と車椅子との適合性に問題がある

ほど、除圧動作を効果的に実施できないというこ

とが明らかとなった。 
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